
世界農業遺産を活用した
持続可能な地域農業による地域づくり

大崎市産業経済部世界農業遺産推進課 課⻑ 高橋直樹
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国際連合⾷糧農業機関『世界農業遺産』
Food and Agriculture Organization of the United Nations

ＧＩＡＨＳ : Globally Important Agricultural Heritage Systems
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世界農業遺産認定 １１地域

宮崎県「高千穂郷・
椎葉⼭の⼭間地農林
業複合システム」

大分県 「クヌギ林とため池がつなぐ
国東半島・宇佐の農林⽔産循環」

熊本県「阿蘇の草原
の維持と持続的農業」

石川県 「能登の⾥⼭⾥海」

新潟県佐渡市
「トキと共⽣する佐渡の⾥⼭」

静岡県 「静岡の茶
草場農法」

岐阜県 「清流⻑良川
の鮎〜⾥川における⼈と
鮎のつながり〜」

和歌山県
「みなべ・田辺の梅システム」

持続可能な⽔田農業を支
える「大崎耕土」の伝統的
⽔管理システム

徳島県 「にし阿波の傾
斜地農耕システム」

静岡県 「静岡⽔わさ
び伝統栽培」
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世界農業遺産 × ＳＤＧｓ

○世界農業遺産 ➪ 国際連合食糧農業機関が認定
○世界農業遺産「大崎耕土」を守り，未来に残す取り組み

➪農業の開発・発展＋地域振興だけでなく，地域の水や森林な
どの天然資源や生物多様性などを持続可能な方法で利用する
ことにつながる

ＳＤＧｓの達成に貢献するもの
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農業が育む暮らし・文化・生物多様性
の価値が世界的に認められた大崎耕土

未来に伝え・残したい

活用から考える保全

『守るために活かす』アクション

守る価値があることを知る

＝有用・大切



資源・環境

共有

体験・体感

共感

○ラムサール条約湿地
○世界農業遺産，豊饒の大地「大崎耕土」の農

産物・食文化，居久根，農村景観，生物多
様性・・・

○資源の⾒える化（映像・マップ・看板など）
○人材育成（ガイド・語り部），

公的教育での普及（GIAHS学習）
○広報活動・モニターツアーの催⾏など

「守るために活かす」取り組みの方向性

○ツーリズム商品の開発（SDGsツアーなどの
スタディーツアー含む）

○農産物等のブランド化
○資源・環境の保全・活用モデル地区での実証

○ツーリズム商品の販売（SDGsツアーなどの
スタディーツアー含む）

○ブランド農産物の販売
○資源・環境の保全・活用への参画

資
源
・環
境
の
保
全
へ
の
反
映
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内向け外向け

モニターツアー

全国農泊ネットワーク宮城大崎大会

教育
大崎耕土ツーリズム

活用

※地方創生推進交付金事業

・副読本の活用普及
・公民館職員対象研修
・公民館事業

・世界農業遺産分科会の設置
・オプショナルツアー
（ GIAHSツーリズムの試行）

・たべるフィールドミュージアムのブラ
シュアップ
・居久根などの地域資源を活用
・オンラインツアー

教育旅行との連携 交流・関係
人口の拡大へ
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コンテンツ

ブランド認証品 フィールド
ミュージアム

マップ

散策マップ 映像＆案内板
（多言語対応）

Web
（多言語対応）

副読本概要版たべるフィール
ドミュージアム

居久根
パンフレット

・副読本概要版等を活用
・関係団体制作物の活用

（例：OSAKI KOUDO SDGsクエスト・発行(一
社)みやぎ大崎観光公社）

語り部育成

・語り部養成講座

地域内外への
普及・啓発

保全意識の醸成

居久根保全活動

・モデル地域での ボランティア
・支援企業とのマッチング
（CSV）

見える化の取組は令和２年度でほぼ完了

ソフト事業への移行

活用



映像化と案内板

≪ねらい≫訪問スポット（案内版）と映像で更なる関心を促進
来訪者が現地を訪れ，フィールドミュージアムをより楽しむための映像，また，来
訪者や地域住民が映像を通じ，地域資源をより深く理解する機会として活用。
映像と一体となった案内板（QRｺｰﾄﾞ付）を設置。
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先人の知恵と大崎耕土の価値を伝える映像３０本
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世界農業遺産「大崎耕土」の価値を伝え・営
みの持続可能性に貢献する認証制度として

○高い品質と安全・安心

○伝統的な知恵の活用（継承）

○都市と農村のエシカルな価値観の共有

世界農業遺産ブランド認証世界農業遺産ブランド認証制度
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野菜
（Ｒ３〜）

日本酒
（Ｒ３〜）

岩出山凍り豆腐米

Ｒ２実績
◆申請⾯積︓約６８０ヘクタール
◆申請者数︓３７０人

（個人・法人１１，団体等８（農家数359人））
Ｒ２実績
◆申請数量︓約２７トン
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生きものを通して米づくりを深く考える
おいしいだけじゃない

足元の生きものに目を向ける農家がつくる米

生きものを通して米づくりを深く考える
おいしいだけじゃない

足元の生きものに目を向ける農家がつくる米 13



※イメージ ※イメージ

〇生涯学習課による公⺠館職員対象の勉強会
公⺠館職員が世界農業遺産の概要及び各地域にまつわる歴史ストー

リーなどの知識を⾝に付ける

〇地区公⺠館等による住⺠対象イベントの開催
公⺠館職員が住⺠を対象に世界農業遺産を説明
� 地域内の施設・史跡等を中心に説明
� 各地域資源を散策しながら現地⾒学

市⺠へ展開

散策マップ等を活用した生涯学習
（ｳｫｰｷﾝｸﾞ企画・１１エリア対象】
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○「大崎耕土」を築きあげた先人の
知恵を次世代に継承し，地域への
誇りの醸成と理解促進

○令和２年度から，大崎地域（１市
４町）の⼩学校３〜６年生の全生
徒に配布し，学校教育で活用

世界農業遺産 副読本
（Ｒ２から配布開始）

コロナ禍で活用状況は︖
〇地域内43校中，41校において活用

〇活用した授業科目
社会，理科，総合学習など

○未活用の理由（主なもの）
・複式学級のため次年度活用予定
・学習時間が確保できなかった
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副読本活用ガイド

○各学校ではどのように活用してい
るのか？ 上手な活用・参考とな
る活用を共有

教員間の情報共有のための研修会
を今秋開催！

◇活用できる対象単元は？
・何年生の何の科目など

・対象として想定している単元情
報を掲載

◇このページのポイントは？

・発行者の視点で見てほしいポ
イントを紹介

◇調べ・まとめへのアドバイス

・例示をして，農業や地元の風
土に詳しくない先生にも使い
やすく
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高校・大学生向け探求型SDGsワークブック
『OSAKI KOUDO SDGs QUEST』
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大崎耕土の今を知り，未来に継承
するための課題解決プログラム

◇特徴
・内容はヒントのみ，模範解答はな

い
・SDGsのターゲットと連動
・『問』に対する自分なりの

『答え』を導き出すプログラム
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リアルとバーチャルを組み合わせたハイブリッド型のツーリズム・農
泊等の受入システムづくりを推進しています

GIAHS
ツーリズム

旅アト

思い出・つながり
（郵送・オンライン）

地域産便の購入，農産物レシピの提
供など

思い出利用による密接回避

通販
購入

旅ナカ

体験・⾷・交流
（現地）

農泊，農作業，⾷文化，伝統工芸体験

体験による密閉回避

フィールドミュー
ジアムで利用
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旅マエ

情報・学習
（オンライン）

情報収集，事前オリエンテーション
（映像，ビデオ会議システム，受入
家庭とのコミュニケーション)
事前オンラインツアーなど

オンラインによる密集回避

受入家庭訪問者



旅マエ：オンラインツアー
世界農業遺産大崎耕土で始めるSDGｓライフ

発酵食＆和食で免疫力アップ
（令和３年２月開催）
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教育旅⾏でもSDGs
に注目が集まって
いる
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地元企業向けの
○社会貢献
○社員教育
○福利厚生など

企業による
GIAHS資源の
継承プログラム
への参加を通じ
たSDGsの達成
への貢献を提案

企業向け参加型SDGsプログラム
『世界農業遺産・大崎耕土で始めるSDGsプログラム 』

（令和３年２⽉開催）
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営農と暮らしを支える自給自⽴的な 生活の拠点

○減災の知恵 ︓洪⽔による流⽊や強風から守る
○自給の知恵 ︓薬草や身近な野菜などが生活を支える
○営農の知恵 ︓トンボやカエルなどの⽔稲害虫の土着天敵を育む
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来訪者
（教育目的含む）

外国・首都圏・
仙台圏・大崎地域内

旅行会社
みやぎ大崎観光

公社など

例）㈱○○・○○集落・居久根の守り人

企業からの参画
（CSR・CSV）
・福利厚生の一環
・整備資機材の提供
・技術を活かした支援

手作り体験

体験

居久根を食べる

タケ払い，下草刈りなど

保全活動
○○集落・居久根の里

連携企業：○○○○

資源活用

間伐材を利用した製品の開発

・技術
・資金の支援
・販路

・観光
・作業参加

・購入

・技術提供
・ツーリズム

（保養）
・研修
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未来を担う子供たちの人材育成

教育機関（中学・高校など）での人材育成

【総合学習等カリキュラムへの取込】
� 古川黎明中学校
� 古川黎明高等学校

【講師派遣】
� 6月23日：加美農業高等学校
� 7月 3日：古川黎明高等学校
� 7月30日：南郷高等学校
� 9月13日：南郷高等学校
� 9月30日：古川黎明中学校
� 10月16日：松山中学校
� 12月 7日：田尻沼部小学校
� 12月15日：古川黎明高等学校
� 1月20日：小牛田農林高校（予定）

� 6月22日：東北大学宗教学研究室
� 8月17日：岩出山上野目地区自治振興会
� 8月17日：鳴子ダムインフラツーリズム
� 8月21日：多面的機能支払に係る活動支援研修会
� 8月21日：田尻すまいる園
� 9月17日：三本木上宿集会所高齢者の集い
� 11月15日：和太鼓合唱劇（田尻文化センター）

〇おおさき生きものクラブ活動
会員145名

➣田んぼの生きもの調査
7月12日 82名参加（田尻）

➣シナイモツゴとゼニタナゴを探そう
８月1日 4８名参加（鹿島台）

➣化女沼でバッタとり！
９月22日 66名参加（化女沼）

➣木の実キノコ採り
10月10日 49名参加（化女沼）

➣いぐねの里の自然体験
12月6日 45名参加（三本木）

➣ガン類のねぐら入り観察
12月27日（蕪栗沼）

➣鳴子の里山づくり体験
1月16日（鳴子）
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2020取組 教育機関等と連携した人材育成

各種団体での出前講座等実施

公民館職員対象研修会

� 7月14日：大崎市三本木地区
� 11月 5日：大崎市鹿島台地区
� 11月20日：涌谷町
� 11月30日：大崎市田尻地区



アカトンボを通して田んぼ・居久根・⽔源地の山々の
つながりを知る『アカトンボ⾒っけ隊プログラム』
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ご清聴ありがとうご
ざいましまた


